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樹木年輪酸素同位体比の広域データを用いた気温の年々変動の復元

The study of reconstructing methods of temperature variation using

tree-ring oxygen isotope
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　年輪酸素同位体比は主として土壌水の酸素同位体比と相対湿度の２つの要因で決定する。土壌水の酸素同位

体比は降水の酸素同位体比を反映するが、その降水の酸素同位体比は、気温や雨量、大気循環パターンなどの

気候の影響を受けて変化する。それ故、年輪酸素同位体比は、相対湿度とその他の気候因子の影響を受けて変

化することになる。従って、年輪酸素同位体比からは、降水量や相対湿度だけでなく、気温などその他の気候

因子の年々変動を復元できる可能性がある。本研究では、年輪酸素同位体比の広域データから年々の気温変動

の復元を目的とした。 

 

　日本全国数十カ所の年輪酸素同位体比と試料採取地点付近の気象データ(降水量・相対湿度・気温)をそれぞ

れ年々で比較したところ、年輪酸素同位体比は相対湿度や降水量とは比較的高い負の相関を持つのに対し、気

温とは低い正の相関を持つことが分かった。このことは、各地点の年輪酸素同位体比データから直接的に気温

を復元することが困難であることを示す。一方で、すべての試料採取地点付近の相対湿度データを用いて重回

帰分析を行ってみると、気温を再現することができた。以上から、相対湿度と負の相関を持つ年輪酸素同位体

比の空間解析から気温の復元が可能であると判断し、具体的な復元方法について検討した。
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